
　入
学
者
数
の
減
少
が
以
前
か
ら
課
題

だ
っ
た
石
川
県
立
大
聖
寺
高
校
。
そ
う

し
た
中
で
も
進
路
指
導
に
力
を
入
れ
、

大
学
進
学
実
績
を
維
持
し
つ
つ
、
学
校

の
魅
力
化
を
模
索
し
て
き
た
。
そ
こ
で

弥や

く

ぼ
久
保
悦
朗
校
長
が
目
指
す
方
針
と
し

て
打
ち
出
し
た
の
が
、「
生
徒
を
主
語

に
し
た
学
校
」
だ
。
そ
し
て
そ
れ
を
実

現
す
る
た
め
の
方
策
と
し
て
、
教
師
同

士
の
対
話
を
通
じ
て
考
え
る
校
内
研
修

「
大
人
の
探
究
」
を
実
施
。
そ
の
結
果
、

教
師
間
で
同
僚
性
が
高
ま
り
、
学
校
の

魅
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
複
数
の
実

践
が
行
わ
れ
た
。

＃
生
徒
を
主
語
に
し
た
学
校

＃
教
師
が
学
校
づ
く
り
を
探
究

生徒が主体性を発揮できる学校を目指し、
対話的で探究的な教員研修を実施

石川県立大
だ い

聖
しょう

寺
じ

高校

設
立
　
１
９
１
１
（
明
治
44
）
年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
１
６
０
人

２
０
２
３
年
度
卒
業
生
進
路
実
績

国
公
立
大
は
、
富
山
大
、
金
沢
大
、
福
井
大
、
信

州
大
、
名
古
屋
大
、
神
戸
大
、
広
島
大
、
富
山
県

立
大
、
石
川
県
立
看
護
大
、
石
川
県
立
大
、
公
立

小
松
大
、
福
井
県
立
大
な
ど
に
35
人
が
合
格
。
私

立
大
は
、
青
山
学
院
大
、
日
本
大
、
同
志
社
大
、

立
命
館
大
な
ど
に
延
べ
１
８
５
人
が
合
格
。
短
大
・

専
門
学
校
進
学
19
人
。
就
職
４
人
。
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高
校
の
教
師
が
４
人
１
組
で
、
学
校
の
課

題
に
つ
い
て
対
話
と
振
り
返
り
を
毎
日
繰

り
返
し
た
。
そ
の
経
験
が
２
人
の
意
識
を

変
え
、
学
校
の
魅
力
化
の
方
向
性
を
大
き

く
転
換
す
る
機
会
に
な
っ
た
（
図
１
）。

　「
そ
れ
ま
で
の
私
た
ち
は
、『
入
学
定
員

を
充
足
さ
せ
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な

魅
力
が
自
校
に
必
要
か
』
と
い
っ
た
視
点

で
学
校
改
革
を
捉
え
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
コ
ア
研
修
を
通
し
て
、
学
校
の
魅
力

は
教
師
が
つ
く
る
も
の
で
は
な
い
。
生
徒

が
主
体
性
を
発
揮
で
き
る
学
校
に
な
る
こ

と
で
本
校
の
魅
力
化
が
図
れ
る
と
気
づ
い

た
の
で
す
」（
弥
久
保
校
長
）

　
石
川
県
立
大
聖
寺
高
校
は
、
毎
年
40
～

50
人
の
国
公
立
大
学
合
格
者
を
輩
出
す
る

地
域
の
進
学
校
だ
。
し
か
し
、
こ
こ
数
年

は
少
子
化
の
影
響
で
入
学
者
数
が
減
少
。

特
進
ク
ラ
ス
や
難
関
ク
ラ
ブ
（
＊
１
）
の

設
置
な
ど
に
よ
っ
て
大
学
進
学
実
績
は
維

持
し
て
き
た
が
、
そ
れ
で
も
定
員
割
れ
と

な
る
年
が
あ
っ
た
と
、
企
画
推
進
室
長
の

髙
野
英
樹
先
生
は
語
る
。

　「
校
長
を
始
め
、
教
師
が
積
極
的
に
中

学
校
を
訪
問
し
て
大
学
進
学
実
績
を
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
が
、
入
学
志
願
者
は
増

え
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
学
進
学
実
績
だ
け

で
学
校
の
魅
力
を
訴
求
す
る
こ
と
に
限
界

を
感
じ
て
い
ま
し
た
」

　
２
０
２
３
年
度
に
赴
任
し
た
弥
久
保
悦

朗
校
長
は
、
自
校
の
魅
力
を
中
学
生
に
直

接
伝
え
よ
う
と
、
市
内
の
中
学
校
を
訪
問

し
て
説
明
会
を
実
施
し
た
。
そ
ん
な
中
、

23
年
10
月
に
、
弥
久
保
校
長
と
髙
野
先
生

は
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｓ
の
コ
ア
研
修
（
＊
２
）
を
受

け
た
。
３
日
間
の
研
修
で
は
、小・中
学
校
、

　
コ
ア
研
修
を
機
に
、
弥
久
保
校
長
は
学

校
の
魅
力
化
の
方
針
と
し
て
「
生
徒
を
主

語
に
し
た
学
校
」
を
掲
げ
た
。
そ
の
実
現

に
向
け
て
、
自
分
が
受
け
た
コ
ア
研
修
の

よ
う
に
、
学
校
の
課
題
に
つ
い
て
教
師
同

士
で
対
話
を
し
、
具
体
策
を
模
索
す
る
研

修
を
自
校
で
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。

　「
本
校
に
は
、若
手
教
師
で
も
学
校
が
抱

え
る
問
題
の
解
決
に
向
け
た
新
し
い
取
り

組
み
に
挑
戦
す
る
こ
と
が
で
き
る
文
化
が

あ
り
ま
す
が
、個
々
の
実
践
に
と
ど
ま
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
先
生
方
が
学
校

改
革
へ
の
思
い
を
同
じ
に
す
る
場
を
つ
く

る
こ
と
で
、
学
校
全
体
で
足
並
み
を
そ
ろ

え
て
改
革
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
」（
髙
野
先
生
）

　
そ
れ
が
校
内
研
修
「
大
人
の
探
究
」
だ
。

教
師
は
①
授
業
、
②
部
活
動
・
生
徒
会
活

動
、③
探
究
学
習
、④
進
路
学
習
の
中
か

ら
自
分
が
探
究
し
た
い
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
選

択
し
、カ
テ
ゴ
リ
ー
ご
と
に
３
～
４
人
か

ら
成
る
グ
ル
ー
プ
を
組
む
。そ
し
て「
ど
う

＊１　難関大学を志望する１〜３年生から成る縦割りのクラブ。１・２年次合同講義、特別講師の講演や座談会などを実施。　＊２　ＮＩＴＳ（独立行政法人教職員支
援機構）が主催する研修。実践の振り返りや対話、知識の習得を重ねながら、課題を探究する力や、探究的な学びをデザインし、マネジメントする力を養う。
教諭等が参加する「１年コース」と、管理職と教諭等が２人１組で参加する「２年コース」があり、弥久保校長と髙野先生は２年コースを受講中。４人１組
の対話は、コア研修の最初に実施された３日間の集合研修で行われた。

大
学
進
学
実
績
重
視
か
ら

「
生
徒
を
主
語
に
し
た
学
校
」へ

「
生
徒
の
主
体
性
の
発
揮
」を

テ
ー
マ
に
教
師
が
探
究

1

図１
弥久保校長のコア研修の振り返り

（前略）具体的には当初、「どのようにして本校の魅力化を
図るか」を探究課題に設定する予定だったが、学び手を主
語とし、生徒が真ん中に位置づけられる探究課題となるよ
う、中森一郎教授（福井大学教職大学院）から助言をいた
だき、「どうすれば生徒が主体性を発揮できる学校になる
か」に探究課題を改めた。生徒が中心となる学校づくりを
目標にすることは、学習指導要領の「主体的な学びの実現」
に通じるものである。つまり、目指すゴールは「生徒が主
体的で生き生きとした姿になる」ことであり、それは「主
体性を発揮」している状況にほかならない。（後略）

※学校資料を基に編集部で作成。
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６
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・
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潤
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・
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図２ す
れ
ば
生
徒
が
主
体
性
を
発
揮
で
き
る
学

校
に
な
る
か
」を
探
究
テ
ー
マ
に
、グ
ル
ー

プ
内
で
課
題
を
設
定
し
て
取
り
組
み
、結

果
を
共
有
す
る
と
い
う
流
れ
の
研
修
だ
。

　「
大
人
の
探
究
」の
進
め
方（
図
２
）は
、

弥
久
保
校
長
と
髙
野
先
生
、
そ
し
て
各
カ

テ
ゴ
リ
ー
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
務
め

る
４
人
の
教
師
と
一
緒
に
練
っ
た
。「
部
活

動
・
生
徒
会
活
動
」
を
担
当
し
た
山
本
潤

平
先
生
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
私
は
普
段
か
ら
、
生
徒
会
の
生
徒
が

自
ら
自
校
の
よ
さ
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
、

学
校
説
明
会
で
中
学
生
に
自
校
の
魅
力
を

熱
心
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
姿
を
見
て
き
ま
し

た
。
そ
う
し
た
先
輩
に
憧
れ
て
本
校
を
志

望
す
る
中
学
生
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

生
徒
が
主
体
性
を
発
揮
で
き
る
学
校
を
目

指
す
と
い
う
方
針
は
、
学
校
の
魅
力
を
高

め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
感
じ
ま
し
た
」

　
新
た
な
校
内
研
修
に
、
教
師
か
ら
は
戸

惑
い
の
声
も
上
が
っ
た
。そ
こ
で
、弥
久
保

校
長
は
「
大
人
の
探
究
」
の
趣
旨
を
丁
寧

に
説
明
す
る
と
と
も
に
、「
ま
ず
は
一
度
、

挑
戦
し
て
み
よ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　
そ
う
し
た
中
で
行
わ
れ
た
１
回
目
の

「
大
人
の
探
究
」。
ど
の
グ
ル
ー
プ
も
活
発

な
対
話
が
交
わ
さ
れ
た
。
例
え
ば
、「
探

究
学
習
」
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、「
総
合
的

な
探
究
の
時
間
」
に
つ
い
て
、
生
徒
が
課

題
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
ら
れ
ず
、
意
欲

が
続
か
な
い
こ
と
や
、
教
師
側
が
課
題
設

定
に
お
け
る
支
援
に
十
分
な
時
間
や
労
力

を
割
け
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
っ

た
指
摘
が
あ
っ
た
。
や
ら
さ
れ
感
が
探
究

学
習
に
影
響
し
て
い
る
と
い
う
点
に
つ
い

て
は
ま
ず
、
１
年
次
の
探
究
学
習
に
対
す

る
生
徒
の
熱
量
が
高
ま
る
よ
う
、
指
導
内

容
を
見
直
す
こ
と
と
し
た
。

　「
授
業
」の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
生
徒
の
学

習
意
欲
の
向
上
に
つ
い
て
様
々
な
意
見
が

出
た
と
、「
授
業
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
担

当
し
た
秋
山
拓
也
先
生
は
語
る
。

　「
多
様
な
視
点
で
対
話
が
行
わ
れ
る
よ

う
、
担
当
教
科
が
異
な
る
教
師
で
グ
ル
ー

プ
を
作
り
ま
し
た
。
生
徒
の
学
習
意
欲
を

喚
起
す
る
た
め
に
生
徒
主
体
の
活
動
を
増

や
し
た
い
が
、
限
ら
れ
た
授
業
時
数
の
中

で
、
そ
う
い
っ
た
活
動
を
行
う
時
間
を
設

け
る
こ
と
自
体
が
難
し
い
な
ど
と
、
教
師

が
持
っ
て
い
る
理
想
や
葛
藤
が
赤
裸
々
に

語
ら
れ
ま
し
た
」

　
１
回
目
の
「
大
人
の
探
究
」
実
施
後
に

取
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
全
員
が
「
有

意
義
だ
っ
た
」
と
回
答
。「
あ
っ
と
い
う
間

の
２
時
間
だ
っ
た
」「
意
見
を
共
有
す
る

こ
と
で
、
自
分
の
考
え
が
深
ま
っ
た
」
と

い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
た
（
図
３
）。

　「
こ
こ
数
年
、
働
き
方
改
革
や
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
で
、
教
師
同
士
が
じ
っ
く
り
語

り
合
う
場
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ど
の

教
師
も
、
自
分
の
胸
の
内
を
明
か
し
た
い

と
い
う
思
い
を
持
っ
て
い
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。
対
話
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
ま

し
た
」（
髙
野
先
生
）

◉探究テーマ　「どうすれば生徒が主体性を発揮できる学校になるか」

◉2024年度末の学校の姿　生徒が学校の魅力を誰かに自慢したくなる学校

◉進め方　生徒が主体性を発揮する場面として、①授業、②部活動・生徒会活動、
③探究学習、④進路学習のカテゴリーを設定。教師はいずれかのカテゴリー
を選択し、カテゴリーごとに３〜４人から成るグループを組む。探究テーマ
に基づいた課題をグループ内で設定して取り組み、その結果を共有する。
１．１回目の研修でグループごとに課題を設定
２．３学期に、設定した課題に取り組む
３．２回目の研修で取り組みの結果を共有

◉第１回　事前課題（11月中に職員会議で告知）
「私が本校で大切にしてきたこと」「今、本校が組織的にチャレンジしている
ことは何か。その中で私は何に取り組んでいるか」「私が本研修に期待してい
ること」を文章でまとめる。

◉第１回の進め方　（12月中旬に３日間、１日２時間で実施）
１日目　事前課題を基に、１人約20分間で各自の考えを発表し、質疑応答
を行う（写真）。全員の発表を踏まえて、各自、気づきや振り返りをまとめる。
２日目　１日目の振り返りを各自が発表（発表と質疑応答１人約15分間）。
他者との対話から気づいた点を含めて各自でまとめ、それまでの活動を踏ま
えて、３学期に取り組む課題をまずは個人で考える。
３日目　２日目の振り返りを共有した後、２日目に続き、３学期に取り組む
課題を各自で考える（必要に応
じて、グループ内で対話する）。
各自が考えた課題をグループ内
で共有し、グループの課題を設
定。それを紙に書き、最後に全
体発表を行う。

校内研修「大人の探究」概要

※学校資料を基に編集部で作成。 写真　第１回「大人の探究」の様子。

図３
第１回「大人の探究」の振り返り（抜粋）

•３日間では足りなかったが、それでよいと思った。残ったモ
ヤモヤを実践につなげて、まずやってみる３学期にしたい。

•問題を１人で抱え込むことは、問題の解決はおろか、課題の
洗い出しさえも難しいことを改めて感じた。

•この研修を経験して、生徒がいかに短い時間で探究している
かを実感した。正解が１つではない課題をみんなで考えるこ
とや、自分及び他者との対話の大切さ、自分の考えを他者に
伝える難しさなど、いろいろな学びを得ることができた。

•腹を割って話し合えてワクワクした。私たちに必要なのはや
はり時間なのだと思った。きっと生徒にも時間が必要だろう。

※学校資料を基に編集部で作成。
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　「大人の探究」の中で、先生方が生徒を主語に対話
し、話が行き詰まった時は「生徒はどう感じるか？」と、
必ず生徒の目線に立ち返っていたことがとても印象
的でした。先生方それぞれが持つモヤモヤやワクワク
が対話を通じて共有されることで、その話題に関連す
る書籍を読んで翌日の対話に生かしたり、生徒にアン
ケートを取って実態を把握したりと、新たなアクショ
ンも生まれていました。こうすればうまくいくといっ
た正解がないからこそ、先生方自身が生徒の目線で「こ
うしてみたい！」と思うアイデアを、対話を通じて共
有できたことが大きな価値だったのかもしれません。
目の前の生徒を主語にした対話からは、大聖寺高校
の新たな伝統が生まれ続ける予感がしております。
　これからも北陸地域の先生・生徒・学校の新たな
挑戦を後押しできるよう、全力で支援
させていただきます！

　
３
学
期
は
１
回
目
の
「
大
人
の
探
究
」

で
設
定
し
た
課
題
に
取
り
組
み
、そ
の
成

果
が
、３
月
に
実
施
し
た
２
回
目
の「
大
人

の
探
究
」
で
共
有
さ
れ
た
。
例
え
ば
、「
進

路
学
習
」
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
面
談
週
間

「
出
そ
う
自
分
、
知
ろ
う
自
分
」
を
実
施

し
た
。
全
教
師
が
授
業
や
部
活
動
な
ど
で

接
点
の
な
い
生
徒
３
人
ほ
ど
と
面
談
し
、

そ
の
内
容
を「Classi

」（
＊
３
）の
生
徒
カ

ル
テ
に
入
力
し
て
教
師
間
で
共
有
し
た
。

「
進
路
学
習
」を
担
当
し
た
稲
村
竜り

ょ
う

先
生
は
、

新
た
な
活
動
の
意
図
を
こ
う
説
明
す
る
。

　「『
大
人
の
探
究
』の
中
で
、『
あ
ま
り
接

点
の
な
い
教
師
に
な
ら
、
生
徒
は
普
段
と

は
違
う
自
分
を
出
せ
て
、
生
徒
把
握
が
よ

り
深
ま
る
の
で
は
な
い
か
』と
い
う
提
案

が
あ
り
、実
践
し
ま
し
た
。実
際
、担
任
や

部
活
動
の
顧
問
が
知
ら
な
い
一
面
を
見
せ

る
生
徒
が
い
ま
し
た
。
教
師
と
生
徒
が
互

い
に
知
っ
て
い
る
関
係
が
広
が
れ
ば
、
学

校
の
雰
囲
気
が
さ
ら
に
よ
く
な
る
の
で
は

な
い
か
と
い
っ
た
期
待
も
あ
り
ま
し
た
」

　「
授
業
」
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
日
本
史
担

当
の
教
師
が
、
講
義
型
の
授
業
と
生
徒
主

体
の
調
べ
学
習
の
授
業
の
ど
ち
ら
が
よ
い

か
、
生
徒
に
取
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

を
発
表
し
た
。
生
徒
の
選
択
は
半
々
だ
っ

た
が
、今
後
は
生
徒
主
体
の
活
動
を
増
や

し
つ
つ
、知
識
を
習
得
す
る
学
習
も
バ
ラ

ン
ス
よ
く
行
う
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　
対
話
的
で
探
究
的
な
教
員
研
修
「
大
人

の
探
究
」
は
24
年
度
、
教
師
と
生
徒
の
対

話
の
場
「
探
究
＠
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
」（
＊
４
）

へ
と
進
化
し
た
。
23
年
度
の
終
業
式
で「
大

人
の
探
究
」
の
様
子
の
動
画
を
見
せ
て
生

徒
に
参
加
を
呼
び
か
け
る
と
、新
２・３
年

生
の
約
20
人
か
ら
参
加
希
望
が
あ
っ
た
。

事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
学
校
生
活
を
よ

り
快
適
に
し
た
い
」「
自
分
の
価
値
観
を
広

げ
た
い
」
と
い
っ
た
期
待
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　「
探
究
＠
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
」
で
も
４
つ
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
か
ら
探
究
し
た
い
カ
テ
ゴ
リ
ー

を
選
び
、
生
徒
と
教
師
が
対
話
を
行
っ
た
。

　「
進
路
学
習
」で
は
、自
習
用
に
教
室
を

開
放
す
る「
土
曜
自
習
」に
つ
い
て
、「
自

由
に
話
し
合
え
る
教
室
」「
教
科
ご
と
の
教

室
」な
ど
、目
的
に
応
じ
た
教
室
を
設
け
て

は
ど
う
か
と
、
生
徒
か
ら
ア
イ
デ
ア
が
出

さ
れ
た
。「
探
究
学
習
」を
担
当
し
た
山
本

紳
二
先
生
は
、
生
徒
の
変
化
を
こ
う
語
る
。

　「
探
究
す
る
教
師
の
姿
を
見
て
、こ
の

学
校
は
自
分
の
意
見
を
聞
い
て
く
れ
る
と

い
っ
た
安
心
感
や
期
待
感
を
持
つ
生
徒
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
。
普
段
は
物
静
か
な

生
徒
が
『
探
究
＠
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
』
の
場
で

＊３　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるClassi 株式会社が提供する、学校教育でのＩＣＴ活用を総合的に支援するサ
ービス。　＊４　学校名の「大聖寺」から同校が「聖高（せいこう）」と呼ばれていることにちなんで命名された。

熱
心
に
意
見
を
述
べ
る
な
ど
、
生
徒
の
新

た
な
面
を
見
る
こ
と
も
で
き
て
い
ま
す
」

　
今
後
の
課
題
は
取
り
組
み
の
精
選
だ
。

　「『
大
人
の
探
究
』
に
よ
っ
て
同
僚
性
が

高
ま
り
、
生
徒
を
主
語
と
す
る
学
校
を
目

指
す
共
通
認
識
が
教
師
間
で
持
て
ま
し

た
。
新
た
な
挑
戦
を
す
る
教
師
も
増
え
て

い
ま
す
。
そ
う
し
た
よ
い
面
を
維
持
し
つ

つ
、
校
務
量
が
増
え
な
い
よ
う
、
取
り
組

み
を
精
選
す
る
こ
と
が
課
題
で
す
。
教
師

も
生
徒
も
幸
せ
な
学
校
を
今
後
も
目
指
し

て
い
き
ま
す
」（
弥
久
保
校
長
）

教
師
と
生
徒
の
対
話
の
場

「
探
究
＠
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
」を
開
始

指導変革の軌跡 石川県立大聖寺高校

（株）ベネッセコーポレーション北陸支社　

石川県立大聖寺高校担当 山田章浩

生徒を主語にした対話が生む、
地域拠点校の新たな伝統

課
題
に
基
づ
き
、活
動
の
改
善
や

新
た
な
活
動
を
実
施 2

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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